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	※参考資料
	■ 狂犬病予防に係る技術研修および演習における効果的な意識改革について
	国が主催した狂犬病予防業務ブロック技術研修会（2015年～2019年）では動物の狂犬病調査事業等が先行している自治体の関係施設等を利用して近隣自治体と連携した研修会を開催することで、①検体入手方法・解剖・検査に係る実技習熟、②検体の移送・取り扱い・廃棄等の方法習得、③施設・器材・手技・安全確保・関係知見等の理解について良好な成績を上げることができた。特に、技術研修会に合わせて開催されたグループ演習により、①狂犬病の体制整備に関する実例の共有、②アクティブラーニング等を利用した体制整備の現状把握と課...
	研修後に各自治体内で技術の伝達と継続した訓練等を行うことが研修後に各自治体で技術伝達と訓練等を継続して行う仕組みが必要であると考えられた。また、自治体の施設等整備状況、関係部局間の連携、人員と予算の継続的な確保については格差のみられることから地域ブロック内の自治体間連携を強化することで越境性の高い動物由来感染症に備えた体制を整えることも重要であると考えられた。
	※参考資料
	・ 総括報告：地方自治体の狂犬病監視体制強化を目的とした技術研修事業（2015年-2019年）。事業担当課：結核感染症課動物由来感染症係・事業担当者：国立感染症研究所獣医科学部・井上　智
	・ 令和４年度狂犬病関東ブロック技術研修会 （2023年1月17日-18日）
	・ 第１０回九州・沖縄地区狂犬病診断研修会（2023年1月25日-27日）
	・ 令和４年度第２回動物由来感染症対策検討会部会研修会（2023年3月17日）、とくしま消費者行政プラットホーム会議スペース、徳島県
	■ 狂犬病の体制整備強化における自治体関係部局の役割について
	■ 狂犬病予防に係る効果的な自治体担当者の啓発方法とこれに必要な教材について
	※参考資料
	■ 野外における野生動物の安楽死等の方法
	※参考資料および書籍
	■ 毒餌について
	鳥獣保護管理法第三十六条の「危険猟法」とみなされ、狩猟目的で行う事は禁止されている。駆除等が目的の場合においても環境大臣の許可が必要（法第三十七条）となり、許可要件が厳しいため一般的に鳥獣に対する毒餌は使用禁止という考え方となっている。例外的に、希少鳥獣以外のモグラ類やネズミ類（法第八十条 適用除外、法第十三条＆施行規則第十二条）には毒餌の使用が可能である（法第三十六条）。
	※引用資料
	図２．狂犬病対策を効果的に促進するために必要となるフレームとそれぞれの役割
	図３b．官学連携で試みたアクティブラーニングを取り入れた演習の成果
	図３c．官学連携で試みたアクティブラーニングを取り入れた演習の成果
	図４．狂犬病が疑われた場合の初動対応が求められる自治体の関係部局
	図５．狂犬病の体制整備強化における自治体関係部局の役割
	図６．ICT機器を駆使した技術研修教材の開発
	狂犬病については、我が国では70年近く国内での発生事例がないが、これは昭和25年に施行された狂犬病予防法によるところが大きい。国内におけるヒトへの狂犬病対策は、そのほとんどが海外での咬傷曝露に引き続く曝露後ワクチン接種（PEP）と海外渡航前の高リスク者への予防ワクチン接種（PrEP）に限られる。それは、狂犬病予防法での国内での清浄化が維持されているためである。
	今後国内に狂犬病動物が流入・常在化し、わが国がもはや狂犬病清浄国ではないと国際機関から判定された場合には、ヒトへの狂犬病対策として、他の狂犬病常在国と同様の対応（咬傷曝露者へPEPの順守）を進めるべきである。この場合はワクチンの安定供給と共に、抗狂犬病グロブリン製剤の国内備蓄などの措置も必要になろう。
	一方、グローバル化による国際間での人流が、狂犬病予防法制定当時とは大きく異なっている現在では、今後の日本の狂犬病対策のあり方を再考する必要もある。我が国が現在と同じく狂犬病清浄国であり続け、これまで通り人とくに邦人に対する海外狂犬病流行地での動物（特にイヌ）に対する対策としては、海外渡航の際のリスク管理としてのPrEPのみならず、輸入（帰国後）狂犬病患者からの感染リスクなども想定して、それを取り巻く家族や医療従事者に対する狂犬病対策を提言することが重要となる。
	いわゆるウィズコロナ、ポストコロナの時代に、国際間での交流・渡航が再開されれば、動物曝露を受けた入国者の再度の増加と狂犬病患者の流入の懸念、必要に見合ったワクチン等の供給など引き続き注視しておく必要があり、国内のワクチン供給体制に関しての継続調査によれば、昨年までの調査では国内に約30万ドーズの人用狂犬病ワクチンの国内在庫・流通があるとこれまでに報告したが、COVID-19のため実際の輸入本数はそれ以下であり、2021年では国内承認、未承認を含め約58,000ドーズであり、少なくとも緊急対応に足る...
	参考文献



